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た。結果、うつ病患者群において有意に血流量が低下していた(ch22-52, FDR-corrected p 
=0.021 to 0.05)。次に前頭側頭の６つの関心領域に関して酸化ヘモグロビン量を比較した。
すべての領域でうつ病患者群において有意に脳血流量の低下を認めた(Rtem , Rlat , Rmed, 
Lmed, Llat, Ltem, FDR-corrected p=0.008)。 
次に、うつ病患者群で重症度別、症状別、中核症状の有無について酸化ヘモグロビン量
を各チャンネル毎に比較したが有意な差は認めなかった。6領域について同様に検討したと
ころ、中核症状が有る群では、中核症状の無い群と比較して左外側前頭領域において有意
に血流が低下していた（p＝0.003<0.05/6）。 
 
【考察】 
近年の NIRS 研究によると、うつ病患者の酸化ヘモグロビン量は健常者に比較し前頭側
頭全体に渡って血流の低下が指摘されている。本研究においてもうつ病患者の前頭側頭の
血流の低下がみられた。この結果はこれまでの研究と一致した結果となった。 
うつ症状の重症度と酸化ヘモグロビン量の変化に関する以前の NIRS 研究では、個々の
チャンネル毎の酸化ヘモグロビン量については関連が見られてはいない。本研究でも、有
意差は認めなかった。言語産生課題を用いた fMRI研究のメタ解析の結果では、主に背外側
前頭皮質、前頭弁蓋部、前頭前野を含む外側前頭領域で左半球有意に賦活がみられるとい
われており、本研究では、NIRSを用いて言語産生課題による賦活領域の血流の変化を両側
前頭側頭の多チャンネル関心領域を設定し、領域別に酸化ヘモグロビン量の変化を捉える
ことが可能であった。これまでのうつ病患者の脳機能を検討した研究では、健常者に比し
うつ病群で左前頭側頭領域の機能低下が示されてきた。本研究においても、この研究結果
を支持して、左前頭側頭領域で機能低下が観察された。近年の研究によると、左外側前頭
領域の機能低下はうつ状態の軽快とともに正常化するとされ、特に、背外側前頭前野は、
うつ症状の関連領域として考えられている。経頭蓋磁気刺激の治療法では、背外側前頭前
野に対する磁気刺激で抗うつ効果が得られるという報告がある。この知見から、うつ状態
が改善されると、左外側前頭領域の血流量も改善されることが示唆されている。本研究で
は、種々の抑うつ症状の有無によって前頭側頭の酸化ヘモグロビン量を検討した。結果、
中核症状が見られる群で背外側前頭皮質を含む左外側前頭領域の血流が低下していた。こ
れらのことから、左外側部の機能は、うつ病の中核症状によって影響を受けることが示唆
された。 
 
